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本会は、毎月第一日曜日に学園地区のクレオ前と中

央図書館アルス前で署名行動を行ってきました｡ 

けれども、つくば全体に「憲法９条を変えない」という

声を広げていくためには、一つの地区を通りかかる

人々から署名をいただいているだけでは限界がありま

す。 

私たちが日ごろから周囲の知り合いやお友達に語り

かけることも大切ですが、それも連鎖的に広がっていく

ような勢いにならない限り、狭い枠の範囲内にとどまっ

てしまいます。 

本当の意味で市民の運動として大きく広げていくた

めには、これまでの枠から出ていく活動が必要です。そ

のために、世話人会では市内各地域に出向いての署

名活動計画を温めてきました。春以降、ある意味で諸イ

ベントに追われるような状況だったため、温め過ぎて暑

い季節になってしまいましたが、いよいよ出前署名を開

始することに致しました。 

なお、各地域で人通りの多い街頭での活動場所を求

めても、あまり効率のよい活動はできないおそれがあり

ます。ですから、署名集めと並行してチラシの各戸配布

にも重点をおこうと考えています。 

 

とはいえ、これまで行ってきた中心街での街頭署名

活動だけでも毎月一回続けるのはなかなか骨の折れ

ることでした。該当する地域に近い賛同人の皆様や、そ

うでない皆様にも、さらなるご協力をお願いしたいと思

います。また、本会と主旨を同じくする地域や職場の会

にも参加を呼びかけたいと考えています。 

筑波地区にお住まいの皆様 

             こんにちは！ 

「憲法９条の会つくば」は、８月から何回か、まずは北

条地区など筑波地域にお伺いして「憲法９条を変えな

いことを求める署名」と憲法を変えるための「国民投票

法案」に反対する署名に、ご協力をお願いすることにし

ました｡ 

地域での署名活動にご協力いただける方は、右記の

集合場所・時刻にお集まりください。チラシの配布専門

の方もお手伝いいただけると助かります。 

これまでと同じようにクレオ前とアルス前でも署名活

動を行います。 

 

 

秋の臨時国会は、「教育基本法改定 

法案」や改憲のための手続き法案であ 

る「国民投票法案」の制定、「共謀罪 

法案」などの反動法案が目白押しで 

す。 
私たちは、将来をになう子供たちの 

教育が「教育基本法の改定」によって 

愛国心を強要し、国策に従順な人間 

をつくり、「海外で戦争をする国づく 

り」に協力する人間に育ってほしくない 

と考えています｡ 
日本の未来に関わる「憲法改定」 

など悪法の成立を許さないために署 

名活動にご協力ください。（署名担当） 

 
８月定例 街頭署名活動 

学園地区：アルス前集合 １１時半  

筑波地区：筑波支所集合 １２：１５  

「ピースコンサートつくば 2006」を終えて  ー♯ー♪ー♭ー♪ー♯ー♪ー

     実行委員長 堀部 一寿 

７月９日、市民ホールやたべにおきまして「憲法

９条の会つくば」共催の「ピースコンサートつくば

2006」が約 230 人の出演者と約 1000 人の観客を集

め盛大に行われました。 
 まだ馴染みの薄いゴスペルのコンサートという事

で、チケット売りなど初めは皆さん苦労されたよう

ですが、『９条を守る、平和を訴えるコンサート』だ

からと、一生懸命お誘いいただき、当日の満席の入

りにつなげることが出来ました。 
 ９条の会からも多くのメンバーが「ピース合唱団」

に加わり、平和のメッセージを歌いました。９条の

会関係者や出演メンバーのお友達などからは、「ピ

ース合唱団」の歌った曲が『一番心に響いた』とか

『涙が出た』という声を多く頂いたと聞いています。

「ピース合唱団」のメンバーにも、まだ９条の会の

賛同人でない方もいますが、皆さんで同じ気持ちで

ステージに立ったので、これから賛同人に加わって

頂けるよう呼びかけます。また、これっきりではも

ったいないので、今後も会関係のイベントに出演で

きるよう、新たなレパートリーも開拓しつつ、歌を

通して平和を訴えていけたらと思います。 
 ゴスペルの「コーロリリコ」のメンバーや、ＶＯ

ＪＡなどのゴスペルが目当だったお客さんたちも、

「９条」に関心を持ち始めています。だからすぐ賛

同人に、ともいきませんが、こういうコンサートへ

の出演について拒否反応を示す方もいるかと思いま

したが、私の知る限りでは、ほんの数名だけでした。

憧れの亀渕友香さん、ＶＯＪＡやＢＢＶの皆さんも

平和のために真剣に取り組んでいる 

ことを知り、少なからず影響を受け 

ています。 
 運営面などでは、実行委員長とし 
て至らぬ点も多く、皆さんには必要 
以上にご苦労、ご心配をお掛けしま 
したが、反省を踏まえ、今後の活動 
につなげていきたいと思います。ま 
た近い将来、今回のコンサートを契 
機に「若者が活躍する９条の会」を 
目指せたらと思っています。 
 今回のコンサートに携わってくださった皆様、お

越し頂いた皆様、誠にありがとうございました。
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活活  動動  予予  定定  
 

8 月 6 日(日) 「定例街頭署名活動」 

 11 時半～午後 2時 

     中央公園『アルス』前集合 

 12:15  筑波支所前に直行もＯＫです。 

8 月 20 日(日) 「定例世話人会」 

 10 時～   並木公民館（予定） 

     設立一周年のつどいを考えます。 

  戦争を想う 平和を想う      

                基太村 洋子 

 戦争のために、私よりもっともっと過酷な苦しみを 

なさった人が沢山いらっしゃいます。けれども、今の 

日本の状況を見ていると、語れることはなんでも語り、 

そして語り継いでいってほしいと思わないでいられま 

せん。 

皆様は３月１０日の東京大空襲はご存じでしょうね。 

一晩で 10 万人の方が下町で亡くなりました。10 万人 

です。 

その 2 ヶ月後、私は池袋駅東口、西武前の広場の防 

空壕に一晩居りました。小学 5 年の弟が宮城県に学童 

疎開するので、父、母、妹と上野駅まで見送りに行っ 

た帰りに山の手の大空襲に遭ったのです。 

どれだけ時間がたったか、警備団の人が来て、ここ 

は危ないから、別の壕に移ってください、と指示しま 

した。順に何人か出た後に私、あとから妹と母がでま 

した。私が出たとき、正面に真っ赤に焼けて柱だけの 

二階建てが見えました。続いて出た妹はその柱が崩れ 

落ちるのを見ました。８歳の妹は腰を抜かしたという 

のでしょうか、歩けなくなってしまいました。母が抱 

いて、だいぶ離れた別の壕に、地面に残った赤い焼け 

ぼっくりをさけながら、よたよたと一生懸命走って移 

ピースエッグ 

は夏休み 

 

りました。現在あるサンシャインの方向から駅に向

かってＢ２９の編隊が飛んで来ます。沢山の焼夷弾

が空中に見えました。母と一緒だから脇見が出来た

のだと思います。 

 それからも、毎晩のように空襲警報がなりました。

１９４５年の８月１５日、終戦の日。家に帰って

思いました。どうして大人の人達はこんな戦争をし

たのだろうと。もう絶対にこんな馬鹿げた真似は再

びしないだろうと思いました。若しも、もしかして

繰り返すようなことがあったら、よっぽど人間とい

うものは愚かだと思いました。私は人間は賢いと思

っていましたから、絶対に再びしないと信じました。

秋、焼け野原のあちこちに咲いたコスモスの花、

それを透かして見た空の青さを私は今でも忘れませ

ん。１５歳の私は、自然に、握りこぶしの右手を青

空にむかって高く上げていました。 

「私はきっと、来年も、そして再来年も、この空の

下で生きているのだわ。私には未来があるのだわ」

と青空に向かって手を振ったことを覚えています。

そしてふと、それまで「私自身に未来があると思っ

ていなかった」ことに気づいたのでした。「私はあな

たの人権を大切にしましょう。だからあなたは私の

人権を大切にしてください。と言いましょう。」 

私が小学生で学んだ言葉です。なのに、戦争は人権

を大切にしませんでした。 

発行 「憲法９条の会つくば」   

〒305-0005 

  つくば市天久保 1-10-12 I-401 

 電話 090-3811-3753 fax029-856-2286 

http://peace.arrow.jp/tsukuba/index.html 
郵便振込み口座：番号 00140-7-535453 

加入者名    武田照子 



 
  
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朗読劇 この子たちの夏 1945 ﾋﾛｼﾏﾅｶﾞｻｷ

  と き：8月 6 日（日）13 時 30 分開場、14 時開演 
  ところ：アルスホール（つくば市中央図書館２階） 
  入場無料 
主催：サラダの会朗読グループ、協力：地人会 
問い合わせ：サラダの会 029-887-3226 大曽根、ほか 

 三浦綾子・原作 『銃口』   前進座 75 周年記念公演 
  と き：8月 13 日（日）13 時 30 分開場、14 時開演 
  ところ：浅草公会堂 
  参加費：Ａ席５５００円  Ｂ席３０００円 
問い合わせ：０４２２－４９－２６３３ 前進座全国事務所  

９条情報玉手箱

     ゾフィー・ショル、最後の日々

  と き：9月 9日（土）14 時、18 時半（２回上映、約２時間）
  ところ：つくば・ノバホール 
  前売券：1000 円、学生・シニア 800 円、小中学生無料 
問い合わせ：上映実行委員会 090-4074-4964 （野崎） 

つくば市母親大会「平和の分科会」を担当して 

松岡 功二 

「第 2６回つくば市母親大会」の平和分科会を 9 条の会が担当することになり、

一緒に分科会を創ろうと伊藤さんに誘われた。第２子誕生を期に子育てにとり

くむ「育休父さん」の僕が、「生命を生み出す母親は・・・」がスローガンの

大会に出席するっていうのも悪くない巡り合わせかなと思い、初めて参加させ

ていただいた。 
 全体の参加者は 300 名を超えるなか、平和分科会には担当者含め 17 名程度

とやや寂しい気もしたけれど、戦争体験者の話や、暮らしのなかでの憲法を生

かそうと活動している人達の話を聞くことができたのはとても貴重な場だっ

た。人間魚雷の訓練を受けた話、池袋で空襲に遭った話、台湾での空爆体験な

ど、体験者から直接話をきくと、戦争がどのようなもので、戦争体験者は 60
年間どのような思いで生きてきたのかを現実感を伴いながら想像することが

でき、胸に迫るものを感じた。 
 惰性とは恐ろしいもので、職場や家庭での狭い人間関係に身を委ねて暮らし

ていると、この国には戦争を体験した人達が身近にいる、という当たり前のこ

とを置き去りにしていても平気でいられるようになるようだ。そういう自分が

いることに気付いてずいぶん驚いた。一方で、9.11 以降、日本ももはや戦後じ

ゃない、戦前、あるいは戦中と呼ばれる時代に突入しているのではと暗い気分

でいた僕は、できることから何かを始めている人達の存在に勇気づけられた。

光が見えた、とまではいかないけれど、光を放つための熱を高めようという気

にはなったと思う。まず惰性から抜け出すために立ち止まる勇気をもつことか

な。きっかけをくれた伊藤さんはじめ 9 条の会のみなさんに感謝します。  

映画「リトルバーズ」上映会・綿井健陽監督講演会 

 6 月 18 日、筑波学院大学で開催された上映会・講演会には延べ約 180 人が参

加した。映画「リトルバーズ」は、サブタイトルの「イラク 戦火の家族たち」

が示しているように、2003 年 3 月以降のアメリカによるイラク侵攻の実態を、

イラク人の目線で撮ったドキュメンタリーである。空爆で 3 人の子どもを奪わ

れた父親、クラスター爆弾で右目に傷を負った少女を主人公に、戦火の中で懸

命に生きる家族たちを丹念に描き上げながら、戦争の「無意味さ」を問いかけ

る。 
 綿井監督をこの映画撮影に駆り立てたのは、米軍の戦車の前に立ちはだかり

「何人の子どもを殺したんだ？病院へ行って、死んでゆく人たちを見て来い」

と叫ぶ 1 人の女性(「人間の盾」メンバー)の声に突き動かされ、バグダッド市

内の病院で凄惨な状況を目撃したことにあったという。 
 映画にはナレーションや音楽は一切入っていない。あるのは映像と現場の音

だけ。イラクで何が起きているのか。市井の民間人の家が次々破壊され、そこ

に住む人々が何を感じたのか、圧倒的な力で迫ってくる。 
 空爆をしているのは米軍だ。しかし、日本はその米軍を支援している。日本

は、はっきりと「加害者」の立場を取っているのだ。 
 今年 3 月、１年ぶりにバグダッドを訪問した監督は、「イラクの中では“ブッ

シュとお前ら日本人がイラク人を殺した”という人が増えた」「殺しながら助け

ているのが日本の立場だ」と述べていた。 
 7 月、サマワから自衛隊の撤退が始まった。政府は「イラクでの自衛隊派遣

の実績」を根拠に、次の自衛隊海外派遣を模索している。そして、その先にあ

るのは、現実を追認する必要があるとして、憲法 9 条の改変そのものへの道で

あろう。（文責：長田満江）  
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な
が
ら
、
当
日
は
自
身

歌
う
こ
と
で
精
一
杯
で
、
役
割
を
十
分
に

果
た
せ
な
か
っ
た
の
が
反
省
点
で
す
。
当

日
の
運
営
に
約
５
０
名
の
方
が
協
力
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
駐
車
場
案
内
や
会
場
、

受
付
、
展
示
、
保
育
、
販
売
等
々
、
暑
い

中
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
む
時
間
も
な
く
、

成
功
の
た
め
に
奮
闘
し
て
下
さ
っ
た
皆
様

に
は
、
何
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
ら
よ
い

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
に
は
、
大

音
響
に
違
和
感
を
も
っ
た
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
運
営
上
何
か
と

不
十
分
さ
が
目
に
つ
き
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
困
難
・
苦
労
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
上
に
得
ら
れ
た
感
動
は
大
き

く
、
そ
れ
ら
を
今
後
の
糧
と
し
て
前
向
き

に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
佐
藤
良
子
） 

 
 

 

歌
っ
た
、
元
気
が
出
た 

 

私
は
千
人
も
の
会
場
の
人
た
ち
の
前
で

平
和
へ
の
思
い
を
歌
で
表
現
で
き
て
大
変

満
足
し
て
い
ま
す
。「
私
を
褒
め
て
く
だ
さ

い
」
を
歌
っ
た
時
、
会
場
か
ら
も
自
然
と

手
拍
子
が
お
き
て
そ
の
一
体
感
が
何
と
も

感
動
的
で
し
た
。
そ
の
感
動
を
か
み
し
め

な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
堀
部
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
ま
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
反
省
点
も
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
活
動
に
活
か
し

て
ゆ
け
ば
よ
い
こ
と
で
す
。
こ
の
感
動
を

憲
法
９
条
を
守
る
糧
に
し
て
行
き
た
い
で

す
。 

 
 
 
 
 
 

（
梅
田
一
徳
） 

 

筑
波
大
の
学
生
さ
ん
と
茗
渓
学
園
高
校
生

が
会
場
ロ
ビ
ー
に
、
「
今
、
こ
こ
に
い
る
こ
と
」

と
題
し
て
、
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
資
料
や
現

在
の
核
の
数
、
平
和
を
願
う
絵
と
絵
本
を
展

示
し
、
「
過
去
を
学
び
、
現
在
を
知
り
、
未
来

を
思
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
「思
い
」を
伝
え
ま
す
。 

 □
い
ろ
ん
な
自
分
が
い
ま
す
。
あ
る
瞬
間
、
何

で
も
戦
争
に
結
び
つ
け
る
自
分
。
今
が
楽
し
か

っ
た
ら
い
い
自
分
。
誰
か
を
大
事
に
し
た
い
自

分
。
自
分
が
わ
か
ら
な
い
自
分
。
自
分
な
り
の

答
え
を
い
ろ
ん
な
自
分
で
探
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
伊
藤
菜
々
）

□
心
か
ら
平
和
を
願
う
人
に
は
、
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
『
道
』
が
あ
り
ま
す
。
私
は
今
、
自
分

の
『
道
』
を
進
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、

世
界
平
和
を
！
と
訴
え
る
事
に
無
理
を
感
じ
、

苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
瀬
山
彰
）

□
絵
と
い
う
の
は
難
し
く
て
、
光
を
表
現
す
る

に
は
影
を
描
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う

に
、
平
和
を
思
う
た
め
に
は
戦
争
の
恐
ろ
し
さ

を
知
る
こ
と
、
未
来
を
思
う
た
め
に
は
過
去
を

学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
林
孝
輔
）

教
会
音
楽
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
は

全
く
の
間
違
い
。
お
ま
け
に
開
催
日
を
も

間
違
え
た
こ
の
昭
和
９
年
生
れ
は
あ
の

前
日
に
も
会
場
ま
で
急
い
だ
の
で
し
た
。

年
は
取
り
た
く
な
い
も
の
で
す
ね
。
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
音
楽
が
あ
る
の
な
ら
も

っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
た
い
と
。
会
場
運

営
も
駐
車
場
管
理
も
好
感
。
亀
淵
先
生
と

九
条
の
会
に
感
謝
。
（
中
園
和
年
） 

□
ヒ
ロ
シ
マ
を
き
っ
か
け
に
展
示
会
を
行
い
、

ヒ
ロ
シ
マ
を
き
っ
か
け
に
戦
争
・
平
和
に
つ
い

て
考
え
た
。
一
つ
の
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
世

界
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
は
な
い
か
。
こ

れ
か
ら
も
き
っ
か
け
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た

い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
濱
道
徳
） 

□
核
、
平
和
、
世
界
の
こ
と
…
一
部
の
真
面
目

な
人
達
だ
け
が
取
り
組
ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
。

で
も
、
同
年
代
の
コ
も
普
通
に
行
動
し
て
い
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
普
通
と
感
じ
る
人
の
輪
が
広
が

っ
て
い
け
ば
、
何
か
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

（
冨
永
紗
代
） 

□
私
は
広
島
出
身
で
す
が
、
大
学
に
き
て
広
島

の
地
を
離
れ
て
み
て
、
改
め
て
広
島
の
こ
と
を

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
展
示
を
通

じ
て
み
ん
な
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
富
田
美
智
子
） 

□
中
３
の
時
、
広
島
で
被
爆
者
の
方
か
ら
、
ド

ー
ム
や
そ
の
周
辺
の
原
爆
で
破
壊
さ
れ
た
様
子

や
、
殺
さ
れ
た
人
々
で
埋
ま
っ
た
川
の
様
子
を

お
聞
き
し
、
な
ん
て
悲
惨
な
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
と
思
っ
た
。
そ
の
当
時
の
ド
ー
ム
周

辺
を
絵
に
す
る
こ
と
で
、
私
が
感
じ
た
思
い
を

伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
宮
美
文
） 


